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s disease : AD）と関連しているといわれている。また、 AD患者における
脳血流シンチグラフィー（singlephoton emission computed tomography: 
SPECT）研究では、後部帯状および頭頂側頭葉の連合皮質における局所脳
血流量（regionalcerebral blood flow : rCBF）の減少が示されている。軽度






した 122人を対象とした。この中から AD群、 MCI群、認知機能が正常
である群（Normal群）を抽出した。 rCBFは、自動脳潅流 SPECT分析プロ
グラムである three-dimensionalstereotaxic ROI template (3DSRT）を用
いて計算した。遊離トリヨードサイロニン（企eetriiodo出yronine: fT3）、
遊離サイロキシン（freethyroxine : fT4）、甲状腺刺激ホルモン（thyroid
stimulating hormone: TSH）と頭頂部、側頭葉、脳梁周囲、視床および海
馬における rCBFの相関を Spearmanの順位相関係数で評価した。さら
に、各群の各々の関心領域（regionof interest: ROI）において各々fT3、fT4、
TSHに年齢、性別を因子とした重回帰分析を行った。
MCI群ではTSHが両側脳梁周囲と右視床、左海馬において、 AD群では
町3が両側頭頂葉と右側頭、右脳梁周囲においてrCBFと有意な相関を示
していた。各群の各々の ROIにおける fT3、fT4、TSHの年齢と性別を調
整した重回帰分析では MCI群では両側側頭、両側脳梁周囲、両側海馬に
おいて rCBFとTSHとの有意な相闘を認めた。 AD群では両側頭頂葉と
右側頭葉、両側脳梁周囲においてrCBFと町3との有意な相関を認めた。
MCIの段階ではタウタンパク質のリン酸化を増強するTSHレベルの異常
と脳構造の異常と関連のある rCBFが関連し、 ADの段階ではバイオフィ
ードパックに異常を認めるが故に TSHとrCBFの相闘が消失している可
能性がある。
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